
 

 

＜上山口中は、「意欲・集中力」「継続力・持続力」「協働する力」を伸ばし『健康でたくましい生徒』を育てます＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

４０周年記念式典挙行 
１１月１１日（土）学校公開を午前中に行い、午後には開校

４０周年記念式典が挙行されました。当日は、所沢市長 小野

塚勝俊様、教育委員会教育長 中島秀行様ほか、多数の方に来
賓としてご臨席いただき、コロナ禍からの再スタート元年として厳粛に執り行われ
ました。 

また、第 2 部として、当時の生徒会長 日髙太智様からビデオメ
ッセージをいただいたり、４０周年実行委員長（後援会長）の日々

将智様による、『上中４０年の歴史』スライド上映がありました。
昭和５９年４月開校当初は、狭山湖畔のグランドにプレハブ仮設校
舎での学校生活だったこと、制服やジャージ、卒業アルバムなどの

変遷があっても、上山口中学校生徒としての誇りをもって生活していたことが伺え
ました。さらにこの先の１０年後、５０周年に向けて、現在
の在校生４７４名にはさらに良い上山口中学校を築いていっ
てもらいたいというメッセージが込められたものでした。 

学校はもちろんですが、地域や保護者の方々の力でぜひ伝
統と歴史を築き上げていっていただきたいと思います。 

生徒代表（生徒会長）の言葉 

 

所沢市立上山口中学校 学校通信 

  

 

 

令和５年１２月５日 第９号 校長 小山 義昭 

 

 
校訓「自主自律」 

学校教育目標 
○自ら学ぶ生徒 
○心豊かな生徒 
○言動に責任を持つ生徒 
○健康でたくましい生徒 

上山口中 HP で、学校の様子をご覧ください。 
右のＱＲコードや下のアドレスでご覧になれます。 
https://kamiyamagutichu-hp.edumap.jp/ 

このような節目の年に生徒会長を務めることができ、責任を感じるとともに、こ 

れまで多くの先輩たちが築き上げてきた伝統の上に上山口中学校があるのだと 

思うと歴史の重さを感じます。 

私たち上山口中学校の生徒は、自主自律の精神を大切にし、自ら学ぶことで心豊かな生徒を

目指しています。学びの場で自発的に努力することを大切にし、知識や経験を積み重ねて成長し

てきました。また、私たちは言動に責任を持つことを心がけています。言葉や行動の影響力を理解

し、周りへの思いやりを持ちながら、適切な言葉と行動を選ぶよう努めています。例えば、生徒会

では「いわないよ宣言」の採択やいじめ撲滅キャンペーン等に取り組んできました。そして、朝食を

しっかりとる、遅刻をしないなどの「上中生８つの約束」を心掛け、文武両道の上中生を目標とし

ています。 

部活動に関しては、今年度ソフトボール部が新人戦県大会でベスト８になるなど、各部が地区

大会や県大会で輝かしい成績を残し、実を結んできました。また、文化部は校内で制作した作品

を展示したり、コンクールに参加したり様々な形で活動の成果を発表しています。 

このように、上山口中学校に通う４７４名の生徒一人一人のやる気と意識の高さがこのようにた

くさんの活躍を生み、それを守ることができていると思います。これからも先輩方の繋いだバトンを

私たちの手で次の世代に手渡せるように日々努力し、頑張ります。 
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 １１月の全校朝会にて 
 季節が紅葉の季節となることもあり、全校朝会では『葉っぱのフレディ』の話をし

ました。１０年位前発行の絵本なので、生徒の皆さんはあまり知らないようでしたが、

「命の大切さ」「生きること・死ぬこと」など、多くのメッセージが込められています。 

 また、１１月は本校で生徒会が中心となって「いじめ撲滅キャンペーン」を行って

おり、関連付けて話しました。 

 

 

 

 

 

一人ひとり異なった個性があることが自然なことで、それを認め合うことが大切なのではないで

しょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 金 1･2年定期テスト 12 火 学年朝会

2 土 子ども焼いも大会 13 水 専門委員会

3 日 所沢市シティマラソン 14 木 Ｐ家庭教育学級閉講式

4 月 3年三者相談(～８） 19 火 生徒会朝会　学期末短縮

5 火 全校朝会 20 水 中央委員会

6 水 あいさつ運動 21 木 給食終了　大掃除

7 木 7組販売学習 22 金 2学期終業式

10 日 地域清掃 24日～１／８冬季休業

１２月（師走）の予定

 

 

 

 

 

 

① 朝食をしっかりとる       ② 毎朝、トイレに行く 
③ 遅刻をしない          ④ 学校で居眠りをしない 
⑤ 体をよく動かす（力を出し切る） ⑥ 学習目的以外のスマホやインターネットは１日１時間以内 

⑦ 風呂で湯船につかる         ⑧ ７時間しっかり寝る 

編集者からのメッセージ 

この絵本を 自分の力で「考える」ことをはじめた子供たちと 子供の心をもった大人たちに

贈ります。 わたしたちはどこから来て どこへ行くのだろう。 生きることはどういうことだろ

う。  死とはなんだろう。 人はいきているかぎりこうした問いを問いつづけます。 この絵本

が 自分の人生を「考える」きっかけになってくれることを祈ります。 この本は アメリカの著

名な哲学者 レオ・バスカーリア博士が書いた 生涯でただ一冊の絵本です。（田中和雄） 

作者からのメッセージ 

この絵本を  死別の悲しみに直面した子どもたちと  

死について適格な説明ができない大人たち 

死と無縁のように青春を謳歌している若者たち 

そして編集者バーバラ・スラックへ贈ります。 

ぼくは一本の木であり バーバラはこの十年間かけが 

えのない葉っぱでした。（レオ・バスカーリア） 

（葉っぱのフレディ より） 

「いつかは死ぬさ。で

も”いのち”は永遠に生

きているのだよ。」 と

ダニエルは答えました。 

「はじめフレディは 葉っぱはどれも自分と同じ形をしていると思っていましたがやがて ひとつとして 

同じ葉っぱはないことに 気がつきました。」「生まれたときは同じ色でも いる場所がちがえば太陽に

向く角度がちがう。風の通り具合もちがう。月の光 星明かり 一日の気温 なにひとつ同じ経験はない

んだ。だから紅葉するときは みんなちがう色に変わってしまうのさ。」（葉っぱのフレディより） 


